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博士後期課程 3 年 橋本 和奈実 
 
A speaker's mean utterance f0 influences listeners: 
effects on perception, age estimation, and mood 
 











Mean F0 in spoken utterances is an important acoustic-phonetic attribute that influences listeners. The present study investigated how small 
changes in mean utterance f0 (19 conditions) influence perception (utterance pitch, speed, and naturalness), age estimation, and listeners’ 
mood. Result indicated that higher mean utterance f0 leads to higher perceived utterance pitch and speed, extreme mean utterance f0 
decreases utterance naturalness and positive mood, and age estimation based on mean utterance f0 changes depending on the speaker's 
gender. Results of the present study has made it possible to guess how utterance f0 affects perception, age estimation, and mood. 
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さの等感曲線（ISO226）からも示すことができる。例えば，50 dB SPLの大きさの音で鳴らすと，1000 Hzでは聴者には50



















































108.00%，116.00%，124.00%，132.00%，140.00%，148.00%，156.00%，164.00%，172.00%）による，2 要因 2×19 水準参加
者内計画であった。 
参加者 
母語が日本語で，聴覚に障害のない大学生13名（男性6名，女性7名，平均年齢21.46歳，SD = 0.97）であった。 
実験材料 






母語が日本語で聴覚と言語に障害のない15名（男性7名，女性8名，M = 22.13，SD = 0.92）の音声を収録した。収録した
台詞は28個あった。1名の話者につき1から4回，休憩を挟みながら収録を行った。収録中に発話困難となった1名を除い
た14名（男女各7名，M = 22.07，SD = 0.92）の音声の中で，第一印象の重要性が指摘されていることを考慮し（Asch, 1946），
初対面挨拶場面の台詞である「こんにちは，初めまして，よろしくお願いします。」と発話している音声を，本研究で用い








波数の値を算出した。全19条件の平均基本周波数の値に基づいて，原音声の平均基本周波数をPraat（Boersma & Weenink, 2015）






声をダミー音声として作成した。収録した 14 音声の持続時間の平均値（3.36 s）を基準として，条件を統制するために
100×(1+40/100)および100÷(1+40/100)させた，14音声の中の最小持続時間（2.47 s）に近い2.40 s（71.43%）と，最大持続時間
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た。R2は.168，調整済みR2は.163であった（F(1, 188) = 37.870, p < .001）。 
女性条件では1―3次式のAICはそれぞれ，515.846，517.203，519.031であり，1次式のAICが最も小さかった。また，anova
関数を用いた分析では，1次式と2次式の間に有意な差は認められなかった。したがって，1次式が最も当てはまりが良いと




R2は.323，調整済みR2は.316であった（F(2, 187) = 44.550, p < .001）。 
女性条件では1―3次式のAICはそれぞれ，571.519，558.238，559.418であり，2次式のAICが最も小さかった。また，anova
関数を用いた分析では，1次式と2次式の間には有意な差が認められたが（p <.001），2次式と3次式の間に有意な差は認め
られなかった。したがって，2次式が最も当てはまりが良いと判断した。R2は.081，調整済みR2は.071であった（F(2, 187) = 




た。R2は.220，調整済みR2は.212であった（F(2, 187) = 26.350, p < .001）。 
女性条件では1―3次式のAICはそれぞれ，1206.950，1207.670，1209.013であり，1次式のAICが最も小さかった。また，
anova 関数を用いた分析では，1 次式と 2 次式の間に有意な差は認められなかった。したがって，1 次式が最も当てはまりが




た。R2は.087，調整済みR2は.077であった（F(2, 187) = 8.935, p < .001）。 
女性条件では1―3次式のAICはそれぞれ，291.367，288.677，289.652であり，2次式のAICが最も小さかった。また，anova
関数を用いた分析では，1次式と2次式の間には有意な差が認められたが（p <.050），2次式と3次式の間に有意な差は認め
られなかった。したがって，2次式が最も当てはまりが良いと判断した。R2は.029，調整済みR2は.019であった（F(2, 187) = 



























なる高さは，男性話者では94.23 Hz（本研究の条件で言えば68.37 %の高さ）と238.77 Hz（173.23 %の高さ），女性話者では
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